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★１ 高知県で「生きるを伝える写真展 mini」の開催 

「新老人の会」高知 内田泰史/川村洋平 

2018年 10月に「新老人の会」徳島支部の世話人代表、日本統合医療学会四国支部の支部長である

板東浩先生から、高知「新老人の会」の世話人代表である内田泰史

先生に「生きるを伝える写真展 mini」

開催のお話がありました。この写真展

は、乳がんの治療のために髪を失った

女性とその家族が、それぞれの生きる

形を伝えたいとの想いから、福井県で

開催され、現在は全国各地で開催され

ています。 

 写真展開催の依頼を受け、高知「新

老人の会」と日本統合医療学会高知県

支部が主催となり、高知県やＮＰＯ法

人高知県緩和ケア協会、乳がん術後者

会であるいぶき会など、関係各所の協力をいただき、10月 6日

（日）～11月 1日（金）の下記日程で医療施設や高知県、室戸

市、いの町などの公的機関にてリレー形式で「生きるを伝える写真

展 mini」を開催することとなりました。 

10月 6日（日）に高知県主催のがん検診受診率向上キャンペン

の一環で、啓発イベントがイオンモ

ール高知内で行われ、高知県の協力

のもと、「生きるを伝える写真展

mini」も同時開催をして高知県での

写真展開催がスタートしました。 

当日は、福井県より写真展の主宰

者の一人である加藤瑞穂氏に高知に

来ていただき、来場者にパネル説明

などを一緒に行いました。 

 翌 7日には次の会場である「もみ

のき病院」で開催しました。13日（日）には、写真展の主宰者であ

る髙橋絵麻氏に高知に来ていただき、「乳がんからもらったマイナス

を楽しむ生き方」と題して講演会を開催。高知で開催するにあたり、

少しでも多くの方に写真を見ていただき、何かを感じ、乳がんはもと

より、病気について考えていただけたら幸いです。 

 10/6(日) ｲｵﾝﾓｰﾙ高知

 10/7(月)～10/8(火) もみのき病院

 10/9(水)～10/11(金)
室戸保険福祉ｾﾝﾀｰ
やすらぎ

 10/13(日) 高知県人権啓発ｾﾝﾀｰ

 10/15(火)～10/18(金) 細木病院

 10/21(月)～10/23(水) いの町庁舎

 10/24(木)～10/25(金) 高知赤十字病院

 10/28(月)～10/30(水) 高知厚生病院

 10/31(木)～11/1(金) もみのき病院
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★２ 幅広い統合医療の研究会を開催 

「新老人の会」徳島 板東 浩/吉岡明代 

徳島「新老人の会」では、従来いろいろな研究会も行ってきています。令和元年 10月 12日（土）

に、JR徳島駅近くのグランドパレス徳島で、幅広い統合医療

の研究会が開催されました。これは「新老人の会」と日本統

合医療学会四国支部とが協調して行われたものです。 

学術講演会が午

後 5時から開始さ

れ、パワーポイン

トや資料の活用な

どでバラエティに

富む魅力溢れる発

表がありました。 

その中で、高知

「新老人の会」の

内田泰史先生は、ご専門領域の実地診療に関連して、「脳ドッ

ク健診について」お話をされました。 

また、一社）全日本ピアノ指導者協会の吉岡明代先生は、

日野原重明先生が多大な貢献をされたわが国の音楽療法に関

する経緯について紹介しました。2001年 3月下旬、吉岡氏と

日本バイオミュージック学会四国支部長の板東が、厚生労働省の桝屋敬悟副大臣に面会でき、音楽療

法士の国家資格化に関する 20分のプレゼンを行いました。本会議が設定されたため、同時刻に隣接

した部屋では、日野原重明先生と篠田知璋先生が坂口力厚生労働省大臣に必要な陳情を行う会議も開

催されました。その２週間後、産経新聞に「議員立法で音楽療法士の国家資格化へ」との記事が出た

という経緯があった。 

マスターズ陸上の実践と研究中の村上充先生は「足半（あしなか）」という伝統的な装着器具を紹

介されました。これは歴史的にも戦場で使った

り、飛脚が使ったりしていたものです。先生自

身が制作した足半を出席者全員に配布下さいま

した。太めのビニールの紐を用いて一足 20分程

度で慣れれば制作できるという。通常の靴とは

異なり、足先に無駄な力を込めないように歩き

走ることができるのが利点です。すでに、マス

ターズ陸上の多くの選手が試みており、今後広

がる可能性がみられます。 
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最近注目されている身体施術の一つとして、カイロプラクティックがあります。その第一人者であ

る山崎善秀先生は、しばしば高齢者施設や小学校などで、姿勢の重要性やストレッチの方法などを講

演されています。そのわかりやすいプレゼンには定評がある。このたびは、若年者を対象者とした内

容として、大切な姿勢を育てる「姿勢育」について話されました。 

医療業務に関わる林陽介氏は、印象深いプレゼンとして、健康を担う医薬品、産学官民一体で構築

する地域包括ケアの連携強化システム、高齢者の年金等の諸問題、大好きなプロ野球の詳細な年間デ

ータ、広島市民球場にある看板で、全国の小児科有志の募金によるメッセージ広告「ワクチン打って 

麻しん・風しん完封！」などについて魅力あふれるプレゼンで楽しませてくださいました。 

学術講演会後には懇親会が行われました。乾杯の音頭と挨拶は、高知「新老人の会」および日本統

合医療学会高知県支部、「新老人の会」四国連合代表の内田泰史先生

が担当されました。 

岡山から参加された小島敏弘先生は民族楽器のディジュリドゥを

実際に持参され、実際

に演奏下さいました。

本楽器あるいは長いパ

イプに息を吹き込む

と、ビヨーンと表現されるような面白い音が発生しま

す。このように、大きく深く呼吸を続けていくことが

健康法にもつながっていきます。良い息は良い生き方

に繋がりますね。今回は楽しく充実した印象深い大会

となりました。 

 

 

★３ レオマリゾートへのリフレッシュ旅行 

「新老人の会」香川 大原 昌樹/松木香代子 

「新老人の会」香川では、いままでピクニックなどを含めたいろいろな企画について季節を考えな

がら、行ってまいりました。そして、各活動について、医学の学会や研究会、健康講座などと有機的

な協調を活用しながら、継続してきております。 

令和が始まって最初の冬の季節、「新老人の会」高松および「認知症の人と家族の会」によるリフ

レッシュ旅行が、12月 5日に開催されました。訪問した場所は、香川県にある有名なリゾート施設

として知られている「レオマリゾート内のホテルレオマの森」です。このたびは新老人の会会員を含

めて 16名が参加しました。 

最初に、参加した人々が一緒に意見交換を楽しく歓談する時間を１時間ほど設けました。引き続い

て、心身ともにリフレッシュできる当施設の温泉に入りました。その後、おいしい食事に舌鼓をうち

ながら談笑し、やや寒い季節ながら、心がぽかぽかと温まる楽しい時間を過ごしました。 
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★４ 愛媛「新老人の会」でクリスマスバザールを開催 

「新老人の会」愛媛 貞本和彦/神山貴行 

このたび、愛媛「新老人の会」の皆さま、貞本病院の患者さま、及び近隣地域の方々にお越しいた

だき、令和元年 12月 21日（土）、5回目のクリスマスバザールを開催致しました。まず、ストリー

トオルガン演奏では演奏曲①「ジングルベル」②「オー・ソレ・ミオ」（ナポリ民謡）③「アメイジ

ング・グレイス」（賛美歌）が披露されました。ス

トリートオルガンは、あらかじめ用意された旋律を

奏でることが出来る自動演奏楽器です。 

次に、松原一郎先生が監修された「さだもと体

操」みんなで行いました。これは、フレイルの予防

に役立ちます。フレイルとは、「年齢を重ねたこと

で生じやすい衰え」、「虚弱状態」のことをいいま

す。この体操を継続して行うことで、筋力の低下や

認知機能の低下など、フレイルの状態にならないよ

うに予防していきましょう！ 

 引き続いて、コーラス隊の混声合唱「コントレイルズ」によるコンサートも開催されました。煌び

やかな音色を発するハンドベルによって、「きらきら星」、「きよしこの夜」、「ひいらぎかざろう」な

どが演奏されました。また、コーラスの合唱では「365日の紙飛行機」、 「パプリカ」、で盛り上が

りました。 

最後は、日野原重明先生が

大好きだった「ふるさと」を

みんなで合唱しました。終わ

りには、愛媛「新老人の会」

世話人である本田俊雄先生が

閉会挨拶され、ご出席の皆さ

まの益々の発展を祈念しつ

つ、万歳三唱により無事幕を

閉じました。 

 また、コンサートと共に毎年行われているのが、近隣の方々のご協力によりバザールです。今回も

障害者多機能型事業所「いろえんぴつ」のマドレーヌとクッキーを販売させていただきました！ 
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また、農作物販売として、今年も世話人の寺尾光司様より新鮮な野菜を提供していただきました！ 

今年もたくさんの方にご協力いただき、数多くのバザー品を

ご用意させていただくことができました。 

なお、例年、多くの方々に好評を博しているのが、石窯ピ

ザの実演販売です。今年も久万高原町産の自家製小麦や野菜

を使って石窯ピザを販売する「小麦屋さん」に参加していた

だきました。 

 

 

 

★５ 毎月集まる懇談会が継続中 

「新老人の会」徳島 板東 浩 

「新老人の会」徳島支部では、会員の親交を深めるために、毎月第１水曜日の午後 6時～8時に

「一水会」を開催して参りました。全国の支部をみても、毎月継続して懇親会を開催している支部は

他にはみられないと聞いております。 

この活動に長年貢献してくださったのは、世話人の一人である木本美代子様でしたが、お店の経営

を終えることになったのです。そこで令和元年５月、お店最後の

日に感謝のパーティを皆で行い、その後は、おおむねＪＲ徳島駅

周辺において、いろいろな場所で企画し、試みてまいりました

が、ホテル「千秋閣」でいろいろとご配慮をいただき、毎月第１

水曜日の午後 6時～8時に「一水会」の開催を継続してきており

ます。 

 

 

 

 

「新老人の会」の会員の方で、毎月

第１水曜日に、ぜひともご連絡をいた

だきますようにお願いします。ご一緒

に楽しく盛り上がりましょう。 

（連絡先 板東 090-3187-2485）。 

大洲産のとれたて野菜です 

(*^-^*) 


